
研究動向・成果

臨海部における空間整備の現状と課題の把握
研究期間：令和２年度～

沿岸海洋・防災研究部 岡本 修

（キーワード） 臨海部再編、製造業、国内回帰

１．はじめに

昨今の円安傾向、我が国での人件費低減、アジア

地域の急激な経済成長、新型コロナウイルス感染拡

大等により、我が国の臨海部には変化がみられる。

本研究は、我が国の臨海部に関連して顕著にみられ

る動向を把握し、課題の抽出整理を行うものである。

２．製造業における国内回帰等の動向

我が国の製造業は、安価な人件費を求めて、

年代以降、中国や東南アジア諸国等に工場を移転し

ていた。しかし、昨今の状況を踏まえて、国内回帰

を行う等の新しい動きが出ている。以下、その代表

的なものを表 に示す。この中では、コロナ禍で生

産拠点を国内に切り替えたものも見られる（例：繊

維）。また、この中には臨海部に立地している企業

も見られる。

表 製造業の国内回帰等の動向

業 種 概 要

化粧品 海外への輸出拠点形成

衛生用品 臨海工業団地に立地

産業用機械 海外への輸出拠点形成

繊維 不織布の生産強化

歯磨き粉 移出及び輸出拠点形成

エアコン等 生産機能増強

次に、物流への影響を表 に示す。海外での生

産から国内での生産に切り替わり、輸出入の荷姿や

数量等グローバルな物流網に影響を少なからず及ぼ

していることが見て取れる。

表 物流への影響

業 種 物流への影響

バイク部品 タイ生産の を国産に

生活用品 コスト平均 割削減

アパレル 国産比率を 割から 割に

カーナビ 国産規模を従来の 倍に

白物家電 輸出を従来の 倍に

３．国内回帰等の要因の整理・考察

まず、企業側の要因として、従来、移転していた

工場が置かれている国々が経済成長を遂げ、人件費

も上昇し、その間、我が国の人件費が伸びなかった

ことに一因があると推察される。また、経済安全保

障の観点から、戦争や紛争、また都市部のロックダ

ウンによる生産停止の影響が起きている地域を回避

するという動きになっているものと推察される。

さらには、経済産業省の方針により、サプライチ

ェーンの強化に関する生産拠点の国内回帰への補助

が得られるようになったことも一因であると考えら

れる。並行して 諸国で重要品目の調達拠点を増

やし海外サプライチェーンの多元化を支援する動向

もあり、この両面から注視していく。

４．今後の検討課題

今後の検討課題としては、さらなる事例の収集、

適宜の事業者へのヒアリング、臨海部再編の事例収

集等によって課題の抽出整理を行うとともに、今後

臨海部において講じるべき施策についても検討・考

察を行う予定である。
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道路関連システムにおける

ＡＰＩの開発・実装について
研究期間：令和３年度～

社会資本マネジメント研究センター 社会資本情報基盤研究室

新倉 功也 大手 方如 西村 徹

（キーワード） 、道路維持管理、 連携

１．はじめに

国土交通省道路局（以下「道路局」という）では、

道路に関する様々なデータを 連携で紐付けるこ

とにより、道路管理等におけるデータ活用を促進す

る、道路データプラットフォーム（ ：クロスロ

ード）の構築を進めている。

具体的には、モービルマッピングシステム（ ）

による３次元点群データや、デジタル道路地図デー

タベース（ ）、道路基盤地図情報等の各デー

タを中心とする基盤データ上に、交通量や構造物諸

元等のデータを紐付け、道路管理に必要なデータを

利活用する３次元プラットフォームの構築を目指す

取組である（図 ）。

当研究室においても、 構築の一環としてシス

テムの機能改良や新規開発を実施していることから、

本稿では当研究室が開発・改良を担当する各システ

ムについて という切り口で紹介する。

２． とは

（ ）とは、

あるシステムが持っている機能やデータ等を、外部

の他システムから利用できるようにするために、共

通のデータ受渡し方法等を定めた規約（または、規

約を用いてデータを送受信するプログラム）のこと

を指す。そして、データを渡す側のシステムと受け

取る側のシステムが、お互いにこの に従って通信

することでデータの受渡しを行う仕組みを 連携

という。

連携は、各システムが共通の規約に基づいて通

信を行うという性質上、既存のシステムを大幅に改

修することなく新たなデータ連携が可能になるため、

開発・改良にかかる費用や時間を削減でき、様々な

場面で活用が進んでいる。

道路局においても、これまで各システムがばらば

らに保有していたデータを有効活用できるような環

境を構築するために、 連携は の重要な技術

の一つとなっている。

当研究室では、「道路基盤地図管理システム」、

「点群データ保管・管理・処理システム」、「道路

標識データベース」という３つのシステムについて

機能改良や新規開発を行っており、次節以降で各シ

ステム及び各システムに利用されている（または利

用予定の） について紹介する。

３．道路基盤地図管理システム

道路基盤地図管理システムは、大きく分けて「デ

ータ変換・保管機能」「閲覧機能」「データ提供機

能」の３つの機能で構成されている。

道路の舗装工事等が完了した際には、工事受注者

は「道路工事完成図」という 図面を作成し、「電

子納品保管・管理システム」に納品する決まりとな

っているが、この道路工事完成図から、道路区域内
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の構造物を 種類にレイヤ分けした データであ

る「道路基盤地図情報」（図 ）が作成される。道

路基盤地図管理システムでは、電子納品保管・管理

システムから専用回線経由で データを取得し、自

動的に データが作成される仕様のため、途中に人

の手を介することなくデータが整備されるようにな

っている。

作成された道路基盤地図情報は、システム内にデ

ータベースとして蓄積され、国土交通省の職員等が

閲覧機能を用いてインターネット経由で確認できる

だけでなく、地図上の各地点をクリックすることで、

工事情報の確認や データ等のダウンロードも可

能である。

さらに、道路基盤地図を外部システム等に提供す

るための 連携機能も実装しており、現在は

（ ）による 形式の画像データの提

供が可能である（図 ）。 は地図画像をインター

ネット経由で提供する際の標準仕様で、当システム

では任意の２点の座標によって矩形範囲を指定する

と、範囲内の地図画像データが出力される仕組みに

なっている。

また、道路工事完成図や工事諸元情報等について

も、 データや 形式での出力等による 連携が

可能となるよう、システム改良の検討を行っている。

４．道路標識データベースと データ保管・管理・

処理システム

道路局主導のもと、社会資本情報基盤研究室では

データを活用して全国の国交省管理の道路標識

をデータベース化するための「道路標識データベー

ス」を構築したところである。今後は、全国道路施

設点検データベース（※）等と 連携するための

の仕様を検討する予定である（図 ）。

※道路施設に関する複数のデータベース群で構成された

データベース。クラウド上に構築されている。

また、道路局主導で全国の直轄国道において に

よる３次元点群データと画像データの取得を進めて

おり、それらデータは当研究室で開発した「 デー

タ保管・管理・処理システム」に保管されている（図

）。 データ自体はファイルサイズが大きくネッ

トワーク経由でのデータ伝送が困難なため、データ

を軽量化し 連携でデータ配信する検討を行って

いる。

５．おわりに

当研究室においても、各種データの高度利用を目

指して 連携によるシステムの改良等を進めてい

る。維持管理分野等における業務効率化や新技術活

用を推進するため、上記取組を通して に取り組

んで行きたいと考えている。

☞詳細情報はこちら

一財 日本みち研究所 全国道路施設点検 とは

図 道路基盤地図情報の画像イメージ

（背景は地理院地図）
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